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｢二つ口への誘拐｣( 1992)

Fernando BC汀ERO

ボテロの描く"ふくらんだ′′人物や果物を見ると､思

わず口もとがゆるんでしまいます｡別にこっけいなか

たちをしているわけではないのですが､そのふくらん

だかたちがほほえましく､心なごむものが感じられる

からです｡ボテロの人物は誰でもふっくらとしてゆと

りが感じられ､ときには肉感的でもあります｡果物は

いかにも熟してはちきれんばかりで食欲をそそりまも

このふくらみは現代が失った心のゆとりと牧歌的な世

界をもたらしてくれます｡

フェルナンド･ボテロ(1932-)は南米コロンビアの

商工都市メデリンに生まれ､ 20歳のとき長年の夢であ

ったヨーロッパに渡り､スペインではベラスケスやゴ

ヤに出会い､イタリアではピエロ･デルラ･フランチ

ェスカら古典奏術の巨匠たちの作品を研究し､またフ

レスコ画の技術を学びました｡ 1957年メキシコの壁画

家たちの影響を受けて､形態のボリュームを膨張させ

るという独自の表現様式を確立し始め､ 59年サンパウ

ロ･ピ=ンナ-レに出品した≪モナ･リザー12歳≫はセ

ンセーションを巻き起こしました｡ボテロはラテン･

アメリカの田舎のありふれた風俗､闘牛､人物､肖像､

聖職者像､静物､風景､あるいは古典的名画のパラフ

レーズなど多彩な題材をもとに､ユーモアあふれる
"JS､くらんだ〟表現で､のびやかな心あたたまる楽園を

創造していますo

この展覧会では欧米だけでなく､日本でも高い評価

を受けているボテロの近作を中心に､油彩画､素描､

彫刻など約100点により､ボテロの魅力をあますところ

なく紹介いたします｡

⑳講演会のお知らせ

ポテロと名画礼讃
講師岡田隆彦(詩人･美術評論家)
10月15日(日)午後1時30分より1階講堂にて
入場無料　先着200名様

⑳次回の展覧会のあ知らせ

スミソニアン･ハーシュホーン美術館所蔵

西洋近代髭刻の巨匠展
11月10日途上12月10日(E])

｢アイス9 1J-ムのある静物｣ (1990)

@ 80TERO 1995 Photograph'Marlborough Gallery

｢やり過ごしの技｣ (柑86)
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